
(57)【要約】

【課題】有史以来人類は周期的に巨大地震を数多く受け

続けて来ている。

【解決手段】プレート境界型の巨大地震を軽震化する為

に、陸のプレートを貫通し太平洋プレートとの境界面ま

でライザー掘削をする。海中のパイプと上部噴出防止装

置を引き揚げ、下部にはブイ付きガイドロープと電動蓋

を取付けておく。火薬を直、並列に隔離、収納した火薬

筒をワイヤーで下部噴出防止装置と火薬筒頭部で逆止す

る盤（１３）とを通してドリルビッド部まで垂下させる

。広く公示して人畜の安全と構造物の補強を万全にした

後秒読みで一せいに火薬群に点火して、そこに数万気圧

レベルの超高圧力を発生させ、両プレート界面間を剥離

、亀裂させて人工地震を発生させる。年月を経た後再び

この歪が蓄積してきても巨大化せぬ内に定期的に上述の

手法で人工軽地震を発生させ、累積してくる歪を毎回取

り除き、不意打ちの巨大地震と津波から生じる大災害を

二度と起こさせぬようにする。

【選択図】　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
「 １ 」 太 平 洋 プ レ ー ト （ ２ ） （ ま た は フ イ リ ッ ピ ン 海 プ レ ー ト （ ４ ） ） が ユ ー ラ シ ア プ レ
ー ト （ ３ ） （ ま た は 陸 の プ レ ー ト ） の 下 に 潜 り 込 む も の と 陸 の プ レ ー ト の 下 に フ イ リ ッ ピ
ン 海 プ レ ー ト と 太 平 洋 プ レ ー ト さ ら に そ の 他 の プ レ ー ト が 重 な つ て 潜 り 込 む も の 等 に 起 こ
る プ レ ー ト 境 界 型 の 巨 大 地 震 を 分 割 、 軽 震 化 す る 為 に 、 前 者 の 場 合 、 潜 り 込 み 帯 を 越 え た
地 点 で 掘 削 船 か ら 陸 の プ レ ー ト を 貫 通 し 太 平 洋 プ レ ー ト と の 境 界 面 ま で ラ イ ザ ー 掘 削 を す
る 。 こ の 海 底 に は ウ エ ル ヘ ッ ド （ ６ ） ， ウ ェ ル ヘ ツ ド ケ ー シ ン グ （ ８ ） と 上 部 と 下 部 の 噴
出 防 止 装 置 （ １ ０ ， ７ ） が 取 り 付 け ら れ て い る の を ラ イ ザ ー パ イ プ （ １ １ ） と ド リ ル パ イ
プ （ １ ２ ） と も ど も こ の 装 置 の 上 部 を 切 り 離 し て 引 き 揚 げ 、 そ の 下 部 に 海 上 と の 連 係 用 に
ブ イ 付 き ガ イ ド ロ ー プ （ ９ ） （ 電 線 等 内 蔵 ） を 取 り 付 け る 。 後 者 の 場 合 に は 、 陸 上 で ウ ェ
ル ヘ ッ ド 、 下 部 噴 出 防 止 装 置 を 残 し て 海 洋 プ レ ー ト の う ち の い ず れ か の プ レ ー ト の 境 界 面
付 近 ま で ラ イ ザ ー 掘 削 す る 。
「 ２ 」 こ の ド リ ル パ イ プ 内 に 火 薬 （ １ ７ ） を 直 、 並 列 に 隔 離 、 収 納 し た 火 薬 筒 （ １ ６ ） を
ワ イ ヤ ー （ １ ８ ） （ 電 線 等 内 蔵 ） で 海 上 か ら 、 後 者 で は 陸 上 か ら 下 部 の 噴 出 防 止 装 置 、 火
薬 筒 頭 部 等 で 逆 止 す る 盤 （ １ ３ ） を 通 し て ド リ ル ビ ッ ド 部 （ １ ５ ） ま で 垂 下 さ せ る 。 そ れ
を 潜 り 込 み 帯 に 沿 つ て 海 底 、 後 者 で は 陸 上 に 多 数 設 置 す る 。
「 ３ 」 広 く 公 示 し て 人 畜 の 安 全 と 構 造 物 の 補 強 を 万 全 に し て 、 秒 読 み で 火 薬 に 点 火 す る と
火 薬 群 （ １ ７ ） は 順 次 点 火 さ れ て 、 そ こ に 数 万 気 圧 レ ベ ル の 超 高 圧 力 が 発 生 、 持 続 さ れ 、
そ こ の 両 プ レ ー ト 界 面 間 を 剥 離 、 亀 裂 さ せ て 人 工 地 震 を 発 生 さ せ る 。 こ れ に よ り 陸 の プ レ
ー ト 先 端 ま た は フ ィ リ ッ ピ ン 海 プ レ ー ト お よ び そ の 他 の プ レ ー ト の 上 下 境 界 面 に 蓄 積 し て
い た 引 き ず り 込 み 歪 が 解 消 す る 。
「 ４ 」 年 月 を 経 た 後 再 び こ の 歪 が 蓄 積 し て き て も 巨 大 化 せ ぬ 内 に 定 期 的 に 上 述 の 手 法 で 人
工 の 軽 地 震 を 発 生 さ せ 、 累 積 し て く る 歪 を 毎 回 取 り 除 き 、 不 意 打 ち の 巨 大 地 震 と 津 波 か ら
生 じ る 大 災 害 を 二 度 と 起 こ さ せ ぬ よ う に す る 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 巨 大 地 震 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 深 い 海 底 に ド リ ル を 下 ろ し 、 ウ ェ ル ヘ ッ ド と 噴 出 防 止 装 置 を 設 置 し て プ レ ー ト を 堀 り 下
げ る 地 球 深 部 探 査 船 に よ る ラ イ ザ ー 掘 削 シ ス テ ム が 開 発 さ れ て い る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 史 以 来 、 あ る 周 期 で 不 意 に 襲 つ て く る プ レ ー ト 境 界 型 巨 大 地 震 を 軽 減 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 内 核 か ら の 熱 に よ り マ ン ト ル 対 流 が 生 じ 、 こ の 結 果 年 に 数 セ ン チ 海 洋 プ レ ー ト （ ２ ） が
移 動 す る 。 太 平 洋 プ レ ー ト （ ２ ） （ ま た は フ ィ リ ッ ピ ン 海 プ レ ー ト （ ４ ） ） が ユ ー ラ シ ア
プ レ ー ト （ ３ ） （ ま た は 陸 の プ レ ー ト ） の 下 に 潜 り 込 む （ 海 域 下 で 地 震 発 生 ） も の と 陸 の
プ レ ー ト の 下 に フ イ リ ッ ピ ン 海 プ レ ー ト と 太 平 洋 プ レ ー ト さ ら に そ の 他 プ レ ー ト が 重 な つ
て 潜 り 込 む （ 陸 の 直 下 で 地 震 発 生 ） も の 等 の プ レ ー ト 境 界 型 の 巨 大 地 震 を 分 割 、 軽 震 化 す
る 為 に 、 前 者 の 場 合 、 潜 り 込 み 帯 を 越 え た 地 点 で 掘 削 船 か ら 陸 の プ レ ー ト を 貫 通 し 太 平 洋
プ レ ー ト と の 境 界 面 ま で ラ イ ザ ー 掘 削 を す る 。 次 に こ の 海 底 に は ウ エ ル ヘ ッ ド （ ６ ） と 上
部 と 下 部 の 噴 出 防 止 装 置 （ １ ０ ， ７ ） が 取 り 付 け ら れ て い る の を ラ イ ザ ー パ イ プ （ １ １ ）
と ド リ ル パ イ プ （ １ ２ ） と も ど も こ の 装 置 の 上 部 を 切 り 離 し て 引 き 揚 げ 下 部 に は 下 部 噴 出
防 止 装 置 に 土 砂 除 け の 電 動 蓋 と 火 薬 筒 の 垂 下 を ガ イ ド す る ブ イ 付 き ガ イ ド ロ ー プ （ ９ ） （
電 線 等 内 蔵 ） を 取 り 付 け る 。 後 者 の 場 合 に は 、 陸 上 で ウ ェ ル ヘ ッ ド 、 下 部 噴 出 防 止 装 置 を
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取 り 付 け 海 洋 プ レ ー ト の う ち の い ず れ か の プ レ ー ト の 境 界 面 付 近 ま で ラ イ ザ ー 掘 削 す る 。
両 者 共 こ の ド リ ル パ イ プ 内 に 火 薬 （ １ ７ ） を 直 、 並 列 に 隔 離 、 収 納 し た 火 薬 筒 （ １ ６ ） を
ワ イ ヤ ー （ １ ２ ） で 海 上 か ら ま た は 陸 上 か ら 下 部 の 噴 出 防 止 装 置 と 火 薬 筒 頭 部 で 逆 止 す る
盤 （ １ ３ ） を 通 し て ド リ ル ビ ッ ド 部 （ １ ５ ） ま で 垂 下 さ せ る 。 こ の 設 備 を 潜 り 込 み 帯 に 沿
つ て 海 底 ま た は 陸 上 に 多 数 設 置 す る 。 こ れ ら の 設 備 は 波 浪 に 悩 む 台 船 も 海 底 ま で の 長 尺 の
パ イ プ も 無 い の で 波 浪 に 対 し て の 保 全 は 非 常 に 楽 、 か つ 安 全 な も の と な る 。 広 く 公 示 し て
人 畜 の 安 全 と 構 造 物 の 補 強 を 万 全 に し て 、 秒 読 み で 火 薬 に 点 火 す る と 火 薬 群 （ １ ７ ） は 順
次 点 火 さ れ て 、 そ こ に 数 万 気 圧 レ ベ ル の 超 高 圧 力 が 発 生 、 持 続 し 、 両 プ レ ー ト 界 面 間 の 剥
離 、 亀 裂 に よ つ て ま た は 普 段 は 固 着 し て い る 両 プ レ ー ト 間 も 海 洋 プ レ ー ト の 基 礎 岩 石 か ら
に じ み 出 る 海 水 に よ る 岩 盤 界 面 の 滑 り に よ つ て 人 工 地 震 を 発 生 さ せ る ． こ れ は 不 意 に 襲 う
巨 大 地 震 よ り 遥 か に 損 害 は 軽 く て す む 。 こ の 結 果 陸 の プ レ ー ト 先 端 ま た は フ ィ リ ッ ピ ン 海
プ レ ー ト お よ び そ の 他 の プ レ ー ト の 上 下 境 界 面 に 蓄 積 し て い た 引 き ず り 込 み 歪 が 解 消 す る
。 こ の 初 回 の 人 工 地 震 か ら 年 月 を 経 た 後 、 再 び こ の 歪 が 蓄 積 し て き て も 巨 大 化 せ ぬ 内 に 定
期 的 に 上 述 の 手 法 で 人 工 の 軽 地 震 を 発 生 さ せ 、 累 積 し て く る 歪 を 毎 回 取 り 除 き 不 意 打 ち の
巨 大 地 震 と 津 波 か ら 生 じ る 大 災 害 を 二 度 と 起 こ さ せ ぬ よ う に す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 歴 史 上 数 多 く の 不 意 の 巨 大 地 震 に よ る 大 災 害 は 今 後 は 無 く な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ラ イ ザ ー 掘 削 シ ス テ ム を 用 い た 別 の 方 法 と し て 、 海 洋 プ レ ー ト が 陸 の プ レ ー ト の 下 に 潜
り 込 む 両 プ レ ー ト の 境 界 面 で 陸 の プ レ ー ト を 貫 通 し 海 洋 プ レ ー ト 面 上 ま で 掘 削 し た 後 、 こ
の ラ イ ザ ー パ イ プ を ラ イ ザ ー 掘 削 船 か ら 、 櫓 、 ロ ー ワ ハ ル 付 き の 半 潜 水 型 ト ッ プ ド ラ イ ブ
等 を 付 け た 特 製 、 特 装 の 台 船 に 移 設 保 持 さ せ な が ら パ イ プ 内 に 火 薬 群 を 直 、 並 列 に 隔 離 、
収 納 し た 火 薬 筒 を 海 洋 プ レ ー ト 界 面 が あ る 底 部 の ド リ ル ピ ッ ド 部 迄 、 ワ イ ヤ ー で 垂 下 さ せ
、 火 薬 に 点 火 し て 人 工 地 震 を 起 こ す 方 法 が あ る が コ ス ト が 異 常 に か か り 、 か つ 、 荒 天 時 に
は 特 製 台 船 と 長 尺 パ イ プ は 共 々 非 常 に 危 険 な も の と な り 実 用 化 が 難 し い 。 こ の 代 わ り に 海
洋 プ レ ー ト の 潜 り 込 み 帯 に 沿 つ て 深 海 の ユ ー ラ シ ア プ レ ー ト の 海 底 に 上 述 の 設 備 を 数 多 く
布 設 す れ ば 多 数 設 備 し て も コ ス ト が 比 較 的 に か か ら ず 洋 上 に は ブ イ だ け の 安 全 な 設 備 と な
る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 付 加 体 が 成 長 し た 日 本 列 島 の 陸 の プ レ ー ト と そ の 下 に 潜 り 込 む 海 洋 プ レ ー ト と の 境 界 面
に お い て 、 陸 の プ レ ー ト 帯 の 先 端 が 海 洋 プ レ ー ト 帯 の 潜 り 込 み に 引 き ず り 込 ま れ て 、 陸 の
プ レ ー ト の 先 端 に 歪 が 蓄 積 し 、 こ れ が 限 界 に 達 し た と き 、 跳 ね 上 が つ て 不 意 に 巨 大 な 地 震
と 津 波 が 発 生 す る 。 こ の 代 表 例 と し て フ ィ リ ッ ピ ン 海 プ レ ー ト が ユ ー ラ シ ア プ レ ー ト に 潜
り 込 む 駿 河 ト ラ フ を 震 源 と す る 約 ９ ０ ～ １ ５ ０ 年 お き の 巨 大 東 海 地 震 と 津 波 に よ り 大 災 害
を 歴 史 上 数 多 く 受 け て 来 て い る 。 当 面 早 急 に 上 述 の 設 備 を 海 洋 プ レ ー ト の 潜 り 込 み 帯 に 沿
つ た 海 底 に 長 期 に 亘 り 安 定 し た こ の 設 備 を 多 数 設 け 、 人 工 地 震 の 時 刻 を 広 く 公 示 し 、 人 畜
に も 細 心 の 注 意 を 払 い 構 造 物 の 補 強 等 に も 万 全 の 準 備 を し た 上 で 秒 読 み で 人 工 地 震 を 発 生
さ る 。 こ こ ３ ０ 年 内 に ８ ５ パ ー セ ン ト の 確 率 で 起 こ る と さ れ て い る 東 海 地 震 も 本 方 式 に よ
り 分 割 、 軽 震 化 す る 事 が 出 来 て か つ そ の 後 周 期 的 に 蓄 積 す る 歪 を 毎 回 取 り 除 き 有 史 以 来 か
ら の 巨 大 地 震 、 津 波 の 恐 怖 か ら 人 々 を 完 全 に 解 放 す る 事 が 出 来 よ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 海 上 ま た は 陸 上 か ら 海 洋 プ レ ー ト （ ２ ） と の 界 面 ま で ラ イ ザ ー 掘 削 シ ス テ ム で 掘
削 し ウ エ ル ヘ ッ ト （ ６ ） と 下 部 噴 出 防 止 装 置 （ ７ ） を 深 海 底 ま た は 陸 上 に 設 備 し て い る 状
態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 パ イ プ 底 部 の 逆 止 盤 （ １ ３ ） を 通 し て 頭 部 で 逆 止 す る 火 薬 筒 （ １ ６ ） を プ レ ー ト
界 面 上 に あ る ド リ ル ピ ッ ト （ １ ５ ） 部 に ワ イ ヤ ー （ １ ８ ） （ 電 線 等 内 蔵 ） で 垂 下 、 設 置 し
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て い る 側 面 図 を 示 す 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
１ 　 マ ン ト ル
２ 　 海 洋 プ レ ー ト
３ 　 陸 の プ レ ー ト
４ 　 フ ィ リ ッ ピ ン 海 プ レ ー ト
５ 　 海 水
６ 　 ウ エ ル ヘ ッ ド
７ 　 下 部 噴 出 防 止 装 置
８ 　 ウ エ ル ヘ ッ ド ケ ー シ ン グ
９ 　 ブ イ 付 き ガ イ ド ロ ー プ （ 電 線 等 内 蔵 ）
１ ０ 　 上 部 噴 出 防 止 装 置
１ １ 　 ラ イ ザ ー パ イ プ
１ ２ 　 ド リ ル パ イ プ
１ ３ 　 逆 止 盤
１ ４ 　 バ ネ
１ ５ 　 ド リ ル ビ ッ ト
１ ６ 　 火 薬 筒
１ ７ 　 直 、 並 列 火 薬 群
１ ８ 　 火 薬 筒 の 垂 下 ワ イ ヤ ー （ 電 線 等 内 蔵 ）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(4) JP 2007-108152 A 2007.4.26
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